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○ 緩やかなデフレ傾向続く 

総務省より発表された 2012 年 11 月の全国消費者物価指数（生鮮食品除く）は前年比▲0.1％（10 月 0.0％）

となり、再びマイナス圏に沈んだ。事前の市場予想（▲0.1％）通りの結果であり意外感はない。食料・エネ

ルギーを除く総合（米国型コア）は前年比▲0.5％と、前月（▲0.5％）から変わらず。また、季節調整値で

見れば、ＣＰＩコアが前月比▲0.1％と２ヶ月連続の下落、米国型コアが前月比▲0.2％と４ヶ月連続の下落

となっている。弱めだった東京都区部の結果も併せて考えると、緩やかなデフレ傾向に変化はないと判断で

きる。依然として需要不足に由来する物価下落圧力は根強く、物価が安定的に上昇する状況は展望できない

状況だ。 

ガソリン等の石油製品価格の前年比寄与度が＋0.11％Pt と、前月（＋0.15％Pt）から縮小、電気代の寄与

度（10 月＋0.20％Pt → 10 月＋0.16％Pt）も縮小したことで、エネルギー価格の寄与度が前月から 0.08％

Pt 縮小したことが、11月のＣＰＩコア悪化の主因。また、携帯電話機の寄与度が▲0.07％Pt と、前月の▲

0.01％Pt からマイナス寄与が拡大したことも影響している。スマートフォンの普及により、それ以外の携帯

(単位：％）
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11 1月 ▲ 0.6 ▲ 0.8 ▲ 1.3 8.4 ▲ 1.1 ▲ 0.5 ▲ 0.8 ▲ 1.0 8.4 ▲ 0.8

2月 ▲ 0.5 ▲ 0.8 ▲ 1.3 7.6 ▲ 1.0 ▲ 0.5 ▲ 0.8 ▲ 0.9 6.3 ▲ 1.0

3月 ▲ 0.5 ▲ 0.7 ▲ 1.4 12.5 ▲ 0.8 ▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 1.0 12.4 ▲ 0.9

4月 ▲ 0.4 ▲ 0.2 ▲ 1.1 12.6 0.0 ▲ 0.7 ▲ 0.5 ▲ 1.0 13.4 0.0

5月 ▲ 0.4 ▲ 0.1 ▲ 0.8 9.3 ▲ 0.1 ▲ 0.6 ▲ 0.4 ▲ 0.6 9.6 ▲ 0.4

6月 ▲ 0.4 ▲ 0.2 ▲ 0.8 7.9 ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.4 ▲ 0.7 7.7 ▲ 0.6

7月 0.2 0.1 ▲ 0.5 9.8 ▲ 0.2 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.4 10.8 ▲ 0.3

8月 0.2 0.2 ▲ 0.5 11.7 ▲ 0.1 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.6 13.1 ▲ 0.4

9月 0.0 0.2 ▲ 0.4 9.7 ▲ 0.1 ▲ 0.3 ▲ 0.1 ▲ 0.4 9.1 ▲ 0.5

10月 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 1.0 7.7 0.2 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 1.0 7.2 ▲ 0.4

11月 ▲ 0.5 ▲ 0.2 ▲ 1.1 7.5 0.2 ▲ 0.9 ▲ 0.5 ▲ 1.2 7.7 ▲ 0.4

12月 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 1.1 7.3 0.3 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 1.1 9.1 ▲ 0.2

12 1月 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.9 4.3 0.3 ▲ 0.2 ▲ 0.4 ▲ 1.1 4.4 ▲ 0.3

2月 0.3 0.1 ▲ 0.6 3.0 0.4 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 1.1 3.9 ▲ 0.2

3月 0.5 0.2 ▲ 0.5 4.2 0.3 ▲ 0.1 ▲ 0.3 ▲ 1.0 5.3 ▲ 0.2

4月 0.4 0.2 ▲ 0.3 3.9 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 0.5 ▲ 1.0 3.5 ▲ 1.2

5月 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.6 1.5 ▲ 0.2 ▲ 0.5 ▲ 0.8 ▲ 1.3 0.3 ▲ 0.7

6月 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.6 ▲ 1.7 0.1 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 1.0 ▲ 3.2 ▲ 0.6

7月 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 4.0 0.1 ▲ 0.8 ▲ 0.6 ▲ 1.0 ▲ 5.0 ▲ 0.6

8月 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.5 ▲ 4.1 0.0 ▲ 0.7 ▲ 0.5 ▲ 0.9 ▲ 3.8 ▲ 0.8

9月 ▲ 0.3 ▲ 0.1 ▲ 0.6 1.8 ▲ 0.1 ▲ 0.7 ▲ 0.4 ▲ 1.1 2.5 ▲ 0.7

10月 ▲ 0.4 0.0 ▲ 0.5 3.9 ▲ 0.2 ▲ 0.8 ▲ 0.4 ▲ 1.0 3.4 ▲ 0.9

11月 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.5 2.8 ▲ 0.2 ▲ 0.5 ▲ 0.5 ▲ 0.9 2.4 ▲ 1.0

12月 － － － － － ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 1.0 1.7 ▲ 1.2

(出所）総務省統計局「消費者物価指数」

（注）2010年12月以前の前年比は05年基準の値

東京都区部全国
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電話機の値下がりが大きくなっている（スマホは現段階ではＣＰＩに採用されていない。13年１月から採用

される予定）。そのほかの品目では、前年の裏の影響からテレビや外国パック旅行がマイナス寄与を縮小さ

せたことが目立つ程度で、全般的に前月から変化に乏しかった。 

 

○ 東京都区部の動向 

2012 年 12 月の東京都区部消費者物価指数（生鮮食品除く）は前年比▲0.6％となった。下落幅は前月から

小幅拡大し、事前の市場予想である▲0.5％を若干下回った。米国型コアも前年比▲1.0％と、前月の▲0.9％

から下落幅を小幅拡大している。エネルギー価格のプラス寄与が縮小したほか、生鮮食品を除く食料や宿泊

料などがマイナス寄与を拡大させている。また、季節調整済み前月比で見ると、ＣＰＩコアが▲0.2％、米国

型コアが▲0.1％となっている。緩やかなデフレ傾向が持続していることを示す結果と言えよう。 

 

○ 当面下落幅が拡大する可能性大 

東京都区部の動向から判断すると、2012 年 12 月の全国ＣＰＩコアも前年比▲0.1％と、11 月と同程度にな

ることが予想される。内容も、11月から大きな変化はないだろう。 

なお、先行きのＣＰＩの動向を見通す上で撹乱要因になるのがルームエアコンとテレビだ。12 年１月にル

ームエアコンが、２月にはテレビが、採用品目の入れ替えの影響でそれぞれ急上昇しているため、13 年１月、

２月には前年の裏が出る形で下落幅が急拡大する見込みである。具体的には、13 年１月に▲0.1％Pt、２月

には▲0.2～▲0.3％Pt 程度、前月からＣＰＩコアへのマイナス寄与が拡大すると予想される。足元で円安傾

向にあることや、景気が底打ちの動きを見せていることは、先行きの物価を押し上げる要因になるが、現状

ではエアコン、テレビ要因のマイナス寄与拡大の影響が勝るだろう。13年入り以降、ＣＰＩコアは前年比の

マイナス幅を拡大させる可能性が高そうだ。 

また、もう一つの注意点として、13 年１月分で実施される中間年見直しがある。この見直しにより、現行

品目である「携帯電話機」と「携帯電話通信料」について、スマートフォンによる価格も取り込み、従来型

携帯電話機とスマートフォンとを合成した指数が 13 年１月分から作成されることになる。競争が激しいスマ

ートフォンの価格が反映されることでＣＰＩの下押し要因になる可能性があるだろう。ただ、実際のところ、

影響がどう出てくるかには不透明感が強いため、次回公表される 13年１月分の東京都区部ＣＰＩの動向には

要注目だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）総務省「消費者物価指数」 
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